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発 行 21世紀記念公園 麓山の杜  

連絡先 〒963-8876  郡山市麓山 1-16-17  

    TEL 924-2194 / FAX 924-2195   
みどり通信 秋号 

【水やり】 

 暑い夏も過ぎ、吹き渡る風にも秋を感じる季節になり

ました。落葉樹もあと一月余りで葉落し始めます。これ

からの季節は夏に比べ、水やりの負担は減ります。 

しかし、植え替えた樹木には、乾燥が続く時は水やり

が必要になります。その水の量は、根まで届かなければ

なりません。水鉢を作るなどして、どっぷりと与えます。水

やりは樹冠全体からかけると蒸散が抑制され、葉の汚

れなども洗い流せます。雑草などを抑える効果も兼ね

て、腐葉土などでマルチング（土壌表面を被う）をする

と乾燥が抑えられ水やりも楽になります。冬になっても乾

燥が続く時は暖かい日を選んで行います。園芸書など

に、庭植えの場合は、水やりはあまり必要ないと書かれ

ていますが、郡山市近郊の土壌条件の場合は、とても

重要かつ必要な作業となります。ただし、粘質土で常

時湿っているような状態は、水やり以前の問題で土壌

改良が必要となります。 

【みどりの教室】*参加費無料、事前申込制 
 

日   時:令和２年１月26日(日)10:00~12:00 
場   所:とんがりふれあい館ホール 
定   員:先着 20名         

内   容:季節の花の寄せ植え 
募集期間:令和２年１月 7日(火)9:00~ 

令和２年１月 16日(木)17:00        
 

日   時:令和２年 2月 9日(日)10:00~12:00  
場   所:郡山カルチャーパーク 工作室 
定   員:先着 20名 
内   容:ミニ盆栽つくり 
募集期間:令和２年１月 17日(金)9:00~ 

令和２年１月 26日(日)17:00 

鉢植えの場合で説明しますと、水をあげると鉢底の穴か

ら水が出ていくような状態にします。そうすると水と一緒

に新鮮な酸素が根に届き根は呼吸をする事ができま

す。通水性と保水性の両方が大事です。 

 

【植替え】 

11 月頃からは落葉樹の植替えができます。カエデ類

は年を越さず早めに行います。ボタンやシャクヤクは 9月

から 10月が適期になります。ボケも秋が適期です。 

常緑広葉樹の場合は、根の状態が悪いと活着率が

下がります。ベストな時期は春先です。キンモクセイやサ

ザンカがこの季節に出回りますが、根の状態を確認して

植え込むことが大事になります。鉢植えの物を植え込む

のが無難です。 

針葉樹は霜が何度か降りた後に可能になります。10

月から 11月半ばにかけては枯れる事も多々あります。 

 My ガーデニング ・・・季節のワンポイントアドバイス 

【みどり講習会】＊受講料無料、予約不要 
 

場所：とんがりふれあい館ホール 

対象：記念樹交付申請者及び希望者 
 

①日時：令和元年 10月 27日(日)10:00~12:00 

内容：落葉広葉樹の剪定 

②日時：令和元年 11月 17日(日)10:00~12:00

内容：土壌改良、肥料 

③日時：令和２年 3月 8日(日)10:00~12:00 

内容：庭造りのポイント  

＊樹木医による園芸に関する講座です。 
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【病害虫】 

落ち葉は掃き集め処分する事が病害虫の発生を抑え

るうえで重要です。（病原菌が残り、また害虫の越冬

場所になります）卵塊などで越冬する害虫は見つけ次

第そぎ取って処分します。 

【モッコクについたハマキムシ】 

 

針葉樹につくマツカレハなどは、ケムシの状態で越冬

します。この時期に退治しておくと来春からの被害を抑

える事ができます。幹にコモを巻いて誘因する事がありま

すが効果は限定的です。冬の季節の添景物としての意

味合いが強いです。 

 

この害虫を知っていますか？イラガの幼虫です。毛に

毒があり触れるとしびれる様な酷い痛みがおこります。

葉に着生し食害をしています。ウズラの卵を小さくしたよ

うな硬い繭で越冬します。見つけ次第、取り除きつぶし

て退治します。 

 

【肥料】 

これからの施肥は、樹木がいつまでも成長してしま

い、寒害（寒さに対しての抵抗力が不足）をうけやす

くなります。来年の2月頃に寒肥として与えた方が、その

後の成長にもプラスとなります。 

【剪定】 

常緑広葉樹や針葉樹の剪定は徒長した所を切る

程度にします。強く行う（枝葉を多く切ってしまう事）と

寒さにより、来春の芽の吹きが悪くなります。マツ類は古

葉を落とし、混み過ぎた枝を剪定します。そうすると、綺

麗に見え、雪の重みから枝を守ります。ただし、芽は途

中で切らないようにします。 

落葉樹は、これからが適期になります。ただし、カエデ

類は植替えと同じく、早めにすませます（切り口から樹

液が出て樹勢を弱めます）。ボタンの剪定（葉を切り

おとし枝を切り詰める）は、9月に行いますが、まだ済ん

でいない場合は、なるべく早く行います。 

 

【違いを知っていますか？】 

 

秋の香りというとキンモクセイを多くの人が連想します

ね。花は橙黄色です。ギンモクセイは花が白色です。ど

ちらも中国原産でモクセイの変種になります。ではこの

花は？ ウスギモクセイです。花は薄い黄色です。開

花の時期も 9 月上旬から咲きだします。ウスギモクセイ

は品種になります。 


